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          あ き る 野 市 教 育 委 員 会 １ ２ 月 定 例 会 会 議 録 

 

１ 開 催 日   平成２６年１２月２４日（水） 

 

２ 開 催 時 刻   午後２時００分 

 

３ 終 了 時 刻   午後３時１２分 

 

４ 場 所   あきる野市役所 ５階 ５０５会議室 

 

５ 日    程   日程第１ 報告事項（１）平成２６年度全国学力・学習状況調査に 

                       ついて                

           日程第２ 報告事項（２）平成２６年度児童・生徒の学力向上を図 

                       るための調査結果について       

           日程第３ 報告事項（３）平成２６年度秋川流域市町村視聴覚教育 

                       協議会決算の認定について       

           日程第４ 教育委員報告                    

 

６ 出 席 委 員   委 員 長     山 城 清 邦 

           委員長職務代理者     田野倉 美 保 

           委      員     丹 治   充 

           委      員     宮 田 正 彦 

           教 育 長     宮 林   徹 

 

７ 欠 席 委 員   なし 

 

８ 事務局出席者   教 育 部 長     森 田   勝 

           指 導 担 当 部 長     肝 付 俊 朗 

           生涯学習担当部長     山 田 雄 三 

           教 育 総 務 課 長     小 林 賢 司 

           教育施設担当課長     丸 山 誠 司 

           指 導 担 当 課 長     西 山 豪 一 

           学 校 給 食 課 長     木 下 義 彦 

           生涯学習スポーツ課長   関 谷   学 

           スポーツ・公民館担当課長 岡 野 要 一 
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           図 書 館 長     松 島   満 

           指 導 主 事     梶 井 ひとみ 

           指 導 主 事     瀧 澤 久 雄 

 

９ 事務局欠席者   なし 
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開会宣言   午後２時００分 

 

委員長（山城清邦君） 

   皆さん、こんにちは。それでは、時間になりましたので、ただいまからあきる野市教育

委員会１２月定例会を開催いたします。本日は、教育委員全員が出席しており、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第１３条第２項に規定する定足数に達しておりますので、

会議は成立しております。 

   それでは、議事日程に従って会議を進めます。 

   議事録署名委員につきましては、田野倉委員と丹治委員を指名いたします。よろしくお

願いいたします。 

   それでは、議事に入ります。日程第１ 報告事項（１）平成２６年度全国学力・学習状

況調査について、報告者は説明をお願いいたします。 

   梶井指導主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   よろしくお願いいたします。では、本日机上にお配りいただきました資料、平成２６年

度全国学力・学習状況調査について報告させていただきます。 

   調査の目的については、各自お読みいただけたらと思います。 

   ２、調査対象でございますが、（１）、小学校調査につきましては小学校第６学年、（２）、

中学校調査につきましては中学校第３学年を対象としております。 

   ３、調査事項につきましては、児童生徒に対する調査ということで、①、教科に関する

調査で国語と算数・数学がございます。教科については、国語Ａ、算数Ａ、数学Ａ、主に

知識に関する問題と国語Ｂ、算数Ｂ、数学Ｂ、主に活用に関する問題ということで分かれ

ております。また、②としまして、児童生徒の質問紙調査もございます。そのほか学校に

対する質問紙調査もございます。 

   ４、調査日につきましては、平成２６年４月２２日の火曜日でございます。 

   おめくりいただきまして、５、調査結果の概要と考察です。平成２６年度の調査と平成

２５年度の調査では、単純な比較はできませんが、調査方法や内容が重なる部分もあるた

め、考察の際は参考値として取り扱っております。 

   まず、（１）、教科に関する調査、①、各教科の平均正答率についてです。東京都とあき

る野市を比較すると、全ての教科において平均正答率を下回っております。しかし、平成

２５年度と比較すると、中学校の国語Ａ、Ｂを除いて都との差は小さくなっております。

②、学習指導要領の領域別平均正答率です。これは、それぞれの観点について比較したも

のでございます。特にこちらについては詳しく説明いたしません。お読みいただければと

思います。 

   （２）、児童生徒への質問紙調査結果です。こちらについては、特に教科の調査結果と関

係が深いと思われる授業に関わる質問と家庭での学習状況の結果について載せてあります。

まず、授業に関わる質問ですが、平成２５年度と比較すると小学校、中学校ともにふだん

の授業について「グループで調べる学習をよくおこなっている」「自分の考えを発表する機

会が与えられている」「話し合う活動をよくおこなっている」の質問において肯定的な回答
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の割合が増加しております。東京都と比較すると、今年度は小学校においてはふだんの授

業について「グループで調べる学習をよくおこなっている」「自分の考えを発表する機会が

与えられている」「話し合う活動をよくおこなっている」の質問において肯定的な回答の割

合の差が小さくなっております。中学校においては、「グループで調べる学習をよくおこな

っている」「話し合う活動をよくおこなっている」の質問について肯定的な回答の割合が都

を上回っております。また、「自分の考えを発表する機会が与えられている」の質問につい

ては、都との差が小さくなっております。②、家庭での学習状況についてです。平成２５

年度と比較すると、小学校、中学校ともに家での予習及び復習については肯定的な回答の

割合は増加しております。小学校、中学校ともにふだんの勉強時間が１日当たり３０分以

上の児童生徒の割合も増加しております。また、小学校、中学校ともにテレビやゲーム等

の時間は減少しております。東京都と比較すると、小学校、中学校ともに１日当たりの学

習時間は少ないですが、差は小さくなっております。 

   考察についてです。教科に関する結果から、平均正答率については都と比較すると差が

小さくなってきたものの、まだ下回っております。平成２５年度と同様に、下の学年で身

につけておくべき基礎的、基本的な知識、技能の定着状況が十分でないこと、資料を比較

したり関連づけたりして得た考えを自分の言葉で表現することに課題があります。質問紙

調査結果からは、児童生徒は授業中に「調べる」「発表する」「話し合う」などの活動を行

っているという認識が高くなっております。これは、各学校が授業改善を図った結果と言

えます。 

   今後は、目的に応じたグループ活動のよさを味わわせ、思考を深めたり新たな発見を体

験させたりするなど、さらに授業を工夫していく必要があります。 

   家庭での学習状況については、テレビやゲーム等の時間が減少し、予習及び復習をして

いる児童生徒の割合が増えたものの、都と比較すると平成２５年度と同様に普段の１日当

たりの学習時間が少ないところでございます。 

   あきる野市では、小中一貫教育の推進による中学校区ごとの９年間を見通した指導の充

実、補充的な学習の時間の活用、授業改善推進プランの実践などにより基礎的、基本的な

知識、技能の定着を図り、思考力、判断力、表現力等を育む取り組みを行っております。

各学校においては、全学年を通じて授業の冒頭での目標を示す活動と授業の最後に学習し

たことを振り返る活動を行うこと、１単位時間で身につけたい力を明確にした授業を行う

ことで学力の定着を図る必要があります。また、各家庭に対しても学習時間や予習、復習

などの必要性について理解啓発を進めることが重要であると考えます。 

   以上が平成２６年度全国学力・学習状況調査についての報告でございます。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   今報告いただきましたけれども、次の報告事項（２）と同じ性質の報告かと思いますの

で、ご質問がありましたら、次の報告事項（２）が終わってからでよろしいかと思います。 

   それでは、ただいまの件は報告として承りました。 

   続きまして、日程第２ 報告事項（２）平成２６年度児童・生徒の学力向上を図るため

の調査結果について、報告者は説明をお願いいたします。 



- 5 - 

 

   梶井指導主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   では、資料をご確認いただけますでしょうか。こちらも本日机上配付させていただいて

おります。平成２６年度児童・生徒の学力向上を図るための調査について報告させていた

だきます。 

   こちら、１、目的につきましては各自お読みいただけたらと思います。 

   ２、実施日は平成２６年７月３日の木曜日です。 

   ３、調査対象につきましては、都内の公立小学校の第５学年と都内の公立中学校第２学

年でございます。 

   ４の調査内容につきましては、学力調査、学習に関する意識調査、学校に関する質問紙

調査に分かれております。 

   教科につきましては、教科の観点と読み解く力に分けて問題が設定されております。教

科の観点と読み解く力については、それぞれ説明がありますので、お読みください。 

   それでは、１枚おめくりいただきまして、調査結果の概要と考察について説明させてい

ただきます。まず初めに、小学校です。小学校の（１）、学力調査についてです。全体の平

均正答率につきましては、都と比較しますと全ての教科において平均正答率を下回ってお

りますが、平成２５年度と比較すると国語、算数についてはその差が小さくなっておりま

す。また、観点別平均正答率につきましても全ての観点において平均正答率が下回ってお

ります。③の度数分布につきましては、それぞれの教科ごとの調査問題の正答者数の割合

ということで、あきる野市が棒グラフ、東京都が折れ線グラフであらわしておりますので、

それについてもご確認いただければと思います。 

   続いて、（２）の意識調査です。授業の内容はどのくらいわかりますかという質問に対し

て、理科については平成２５年度と比較すると上昇していることがわかりました。また、

授業がわかる要因につきましては、学習方法では都と比較して「自分で考え、考えたこと

を発表する授業が多いから」「お互いに意見を出し合ったり、学び合ったりする授業が多い

から」を選択した児童の割合は少ないところですけれども、平成２５年度と比較すると特

に社会や理科の授業では肯定的な回答の割合が増加しております。国語においては、都と

比較して「国語の授業での先生の教え方が丁寧だから」を選択した児童の割合が多くなっ

ております。児童の学習姿勢につきましては、わからないときの対応として「学校の先生

に聞くから」を選択した児童の割合が少なくなっております。また、ウ、教科の特性につ

いては、国語については「読書が好きだから」、社会は「世の中のできごとを知ることが好

きだから」、算数については「コースに分かれた少人数の学習があるから」「算数の問題に

はいろいろな解き方があるから」、理科については「観察したり、実験したりする授業が多

いから」「自分で予想し、それを確かめる授業が多いから」を選択した児童の割合は、他の

項目と比較すると多くなっておりますが、平成２５年度と比較すると全て少なくなってお

ります。③家庭学習の時間についてですが、平成２５年度と比較して家庭での学習時間が

３０分未満の児童の割合が増加しております。 

   ２、中学校です。（１）、学力調査については、全体の平均正答率は都と比較すると理科

が都を上回っております。他の４教科については、都と比較すると国語の差が一番大きく、
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英語が一番小さく下回っております。平成２５年度と比較すると、その差は小さくなって

おります。観点別平均正答率についても、都と比較すると理科、そして英語の教科の観点

においては上回っております。教科別度数分布については、ご覧いただいて、ご確認いた

だきたいと思います。 

   （２）、意識調査です。授業の内容はどのくらい分かりますかについては、平成２５年度

と比較すると国語と英語が上昇しております。②、授業がわかる要因については、都と比

較して国語と英語については「お互いに意見を出し合ったり、学び合ったりする授業が多

いから」を選択した生徒の割合が上回っております。イ、生徒の学習姿勢につきましては、

国語、社会、理科においては、わからないときの対応として「自分で調べるから」を選択

した生徒の割合が都を上回っております。ウ、教科の特性については、国語、社会、数学、

理科、英語につきまして、平成２５年度と比較すると減少しております。数学、英語につ

いては、「理解の程度などによるコース別の授業があるから」を選択している生徒の割合は

都と比較して非常に多く、平成２５年度と比較しても増加しております。③、家庭学習の

時間については、平成２５年度と比較して家庭での学習時間が３０分未満の生徒の割合が

減少しております。 

   ３、調査結果の考察についてです。小学校につきましては、学力調査の結果から都と比

較すると平均正答率が低いですが、国語と算数についてはその差が小さくなっております。

また、平成２５年度と比較すると、読み解く力については都と市の差が小さくなっており、

少しずつではありますが、学力の定着に向かって伸びが見られます。 

   意識調査の結果から、全ての教科において授業の内容が「よく分かる」「どちらかといえ

ば分かる」を選択している児童の割合が高く、わかる要因として平成２５年度と比較する

と「先生に聞くから」を選択した児童の割合が減少し、「自分で考え、考えたことを発表す

る授業が多いから」「お互いに意見を出し合ったり、学び合ったりする授業が多いから」を

選択している児童の割合が増加しており、言語活動を中心とした授業改善が図られている

ことがわかります。しかし、都と比較しますとその割合は低く、また平均正答率も高くな

いことから、自ら課題を追求したり、追求したことを発表したりするなどの言語活動を充

実させて思考力等を育む授業へと改善を図ることが必要であると考えます。また、家庭で

の学習時間については、平成２５年度よりも短くなっておりますので、今後も家庭での学

習時間を３０分以上確保するという学習習慣を確立できるよう指導していくことが大切で

あると考えます。 

   中学校につきましては、学力調査の結果から都と比較すると理科以外の教科について平

均正答率が低くなっておりますが、その差は小さくなっております。また、平成２５年度

と比較すると国語の読み解く力を除いてそれぞれの観点で都との差は小さくなっており、

学力の定着が図られつつあると言えます。 

   意識調査の結果からは、全ての教科において授業の内容が「よく分かる」「どちらかとい

えば分かる」を選択している生徒の割合が高いです。わかる要因として、平成２５年度と

比較すると国語や英語では「お互いに意見を出し合ったり、学び合ったりする授業が多い

から」を選択した生徒の割合が増加し、都を上回っております。また、国語、社会、理科

において、わからないときの対応として「自分で調べるから」を選択している生徒の割合
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が都を上回っており、主体的に学習する姿勢がうかがえます。国語については、平成２５

年度と同様に学力調査の結果は平均正答率において都との差が最も大きく、「お互いに意見

を出し合ったり、学び合ったりする」などの言語活動が思考力等を確実に育むまでには至

っていないと考えられ、より一層の授業改善を図る必要があると考えます。理科について

は、授業がわかる要因として、第一に「観察したり、実験したりする授業が多いから」、第

二に「理科の先生の教え方が丁寧だから」という結果でした。このことから、実験と思考

とを結びつけるような授業の工夫が学力調査結果において都の平均正答率を上回った一つ

の要因と考えられます。今後さらに「お互いに意見を出し合ったり、学び合ったりする」

「自分で考え、考えたことを発表する」などの言語活動の充実を図ることで、読み解く力

を高めることが期待できます。家庭での学習時間についても、平成２５年度より長くなっ

ております。これからも学習習慣の確立について家庭と連携を図っていく必要があると考

えます。 

   以上で平成２６年度児童・生徒の学力向上を図る徹底の調査結果についての報告とさせ

ていただきます。ありがとうございました。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   今説明をいただきましたが、これに関しましてご質問ありましたらどうぞ。最初の報告

事項（１）も含めてご質問ありましたら、どうぞ。 

委員（丹治 充君） 

   よろしいですか。 

委員長（山城清邦君） 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   小中学校の特色がおもしろい形で出ているなと思って拝見いたしました。本市において

は、少しずつ正答率が都に近づいているということでした。そういった中で、各学校それ

ぞれ家庭学習の時間を増やそうと努力をされていると思います。小学校では２５年度に比

較して短くなっていて、一方中学校では２５年に比較して長くなってきています。どうい

うことでこのような違いが出てきているのか、大きく小中学校で考え方が違うということ

はないと思いますので、その辺を分析してみていかがだったでしょうか。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   梶井指導主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   家庭学習につきましては、各学校、特に中学校区でかなり力をあわせて取り組んでいく

ことになっておりますので、取り組む姿勢については各小中学校で頑張っていただいてい

るところかと思います。ただ、結果としましては、年度にもよりますが、こういった形に

なっております。まだ、学校ごとの詳しい分析は出ておりませんので、今後改めて各学校

の結果等を踏まえまして、それぞれの学校についてお示しをしていきたいと思っています。 
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   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   よろしいですか。 

委員（丹治 充君） 

   はい。 

委員長（山城清邦君） 

   ほかにご質問はありますか。 

   田野倉委員。 

委員長職務代理者（田野倉美保君） 

   平成２６年度の全国学力調査と、都の調査と、双方ともあきる野市は学力的に厳しい部

分があるけれども、今までより平均までの差は縮まってきているのではないかといった報

告だったかと思います。そのことについては、非常に喜ばしいことだと思います。この調

査は年度始まってすぐの４月、７月に実施されたので、今年度から始まった朝の補充学習

の時間の成果などについては、まだあらわれていない時期だと思います。また来年度以降

どういった結果が出るのか楽しみにしたいと思います。 

   ただ、あきる野市のほうで補充学習の時間をつくってくださいということでどの学校で

も取り組んでいただいていますが、その時間の活用の仕方が、生徒に全部お任せになって

いるように感じました。自主的な勉強ということで、それもすごくいいかもしれませんが、

自分で丸つけもしていくというやり方ですと、自分でやったときにわからなかった生徒は

どうするのかなと思いました。使用している教材のドリルなどは自分の学年よりも前の内

容をやっているというお話でしたが、その内容がわかっていない生徒や児童に対するフォ

ローが一体どのような形で行われているのかなと疑問に思いました。せっかく時間とって

取り組んでいただいているので、それをどう活用していくか、その辺のことをもうちょっ

と各学校で考えていただけると、より効率的で、成果があがるようになっていくのではな

いかなと思います。 

   現段階では、取組内容については、各学校にお任せしているという状況なんでしょうか。 

委員長（山城清邦君） 

   梶井指導主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   現時点では、取り組み方については各学校の実態に応じてやっていただいているところ

です。学力向上推進委員会、市の委員会等では、学力に対応したドリルの作成や活用方法

について、学力調査等の分析を踏まえてどういった内容にすればよいのかといったような

話をしているところです。またこの取り組みについて各学校で上手に活用しているところ

もございますので、そういったところを全体に広げながら進めていきたいと考えておりま

す。 

委員長（山城清邦君） 

   宮田委員。 

委員（宮田正彦君） 

   こういった学力調査を行うと、基礎的な学習としてはある程度の学力の向上が見られる
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けども、応用の部分でやはり低い点が見られるかと思います。この読み解く力については

特にそうだと思います。関連づけて読み取る力や必要な情報を正確に取り出す力は、やっ

ぱり応用力が必要で、基礎学力があった上でのものなので、ちょっと生徒にとってのハー

ドルが高くなると思います。その辺、先生の発問や工夫の仕方などで子供は伸びやすいの

かなと思います。その辺の学習方法というのは授業研究や小中一貫教育の研修の中で、少

し細かい部分については行われているかどうかをお聞きしたいと思います。それともう一

つ、朝の読書の時間を設けられていましたが、中には朝の読書がなくなって朝学習のみに

なっている学校もあると聞きました。朝読書は特に国語の読み取る力や応用問題に関連す

る部分だと思うので、その辺を各学校に任されていて、それをどう運用、活用しているか

というところまで把握されているんでしょうか。その２点確認をお願いします。 

委員長（山城清邦君） 

   梶井主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   読み解く力、読解の部分についてですが、各学校ではそれぞれの調査結果を分析してお

ります。特に読み解く力、この部分が苦手な児童生徒が多い学校では、各学校で授業改善

推進プラン等に取り組んでいただきながら、まず授業改善を図っていただいております。

また、中学校区においてやはりその部分が非常に大きな課題であるとなっているところに

ついては、その部分についての研究授業等も、研修等も含めた取り組みを行っていただい

ております。そういった部分で少し改善が図られ、調査結果にあらわれているといったよ

うなところは出てきております。ただ、そういった取り組みについては今後市としても全

体に広めていかなくてはいけないなと思っておりますので、今後進めていきたいと思って

おります。 

   それから、読書につきましても同様に大変大切だと考えております。各学校で時間を見

つけて、朝時間がなければ午後の時間に取り組むですとか、時間を設定してやっていただ

いているところもあります。特に教育委員会のほうからこの時間にという指示はしており

ませんので、各学校、各中学校区での取り組みとなっております。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   よろしいですか。 

委員（宮田正彦君） 

   はい。 

委員（丹治 充君） 

   もう一点いいですか。 

委員長（山城清邦君） 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   先ほども申し上げましたが、少しずつ上昇しているという点では指導室の先生方の各学

校への指導、助言が大変丁寧に行われているのだろうなという気がいたします。この意識

調査の中で、授業がよくわかる、どちらかといえばわかるという子供たちが多いわけです
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よね。ところが、実際の調査になると、思うように正答率が上がってきていないですよね。

単元を終えた際に、ドリルでもテストでもいいので、確認をしているのか、各学校に調査

したことがありますでしょうか。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   梶井指導主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   ご指摘いただいたとおり、よくわかる、どちらかといえばわかるといった肯定的な回答

の割合に対して、平均正答率が十分でないといったところにつきましては、単元毎にテス

ト等で確認しているかといったことについては、十分把握できておりません。やはり、こ

の結果につきましては、各学校でさらに分析をしていただいて授業を改善していくという

ことについては、教育委員会で各学校に指導していきたいと考えております。 

委員長（山城清邦君） 

   よろしいですか。 

委員（丹治 充君） 

   はい。 

委員長（山城清邦君） 

   ほかによろしいですか。 

   では、私のほうから。学力調査の結果のときに前にもお話ししているかもしれませんが、

教育者側的な観点からいうと、各市町村の平均所得などに差がありますが、それと学力と

いうのは決して関係がないわけではないという一般的な理解があると思います。ただ、そ

れと実際の学校現場でどのような授業が展開されているかも関係するかと思います。その

辺よくわからなかったんですが、今年の調査データを見たときに、何か方向性が見えてい

るような気がしました。ほかの委員さんからのお話にもありましたように、いろいろな要

因がある中で、考えて発言する時間があるとか、グループで研究したことを発表する場が

多いとか、そういったことが前回の調査に比べて増えているということと、今回の数値が

右肩上がりになったということと何か関係があるのではないかなという気がします。平均

所得が都内に比べて低いからだめなんではなくて、授業の方法を考えることによって地域

の子供の学力を上げていく方法は、いろいろな要因の中の一つとして、学校現場にもある

のではないかなと私は今回の調査結果を拝見して感じました。 

   １つ教えていただきたいのは、自分で考えたことを発表する授業が多いから、お互いに

意見を出し合ったり、学び合ったりする授業が多いからという選択をしている児童が増え

ましたが、その割合は都と比較すると低いということが児童・生徒の学力向上を図るため

の調査についての６ページ目に載っております。把握されている範囲で結構ですが、この

割合と学力の関係というのは他の市区町村と比べて差があるのかどうか。この割合がもっ

と高い市区町村は学力も高いのかどうか。もしご存じでしたら教えていただきたいなと思

います。 

   それから、理科が特に高い理由として、実験と先生の教え方ということがありました。

要因がそれだけなのかなという気が少しますが、その辺はどのような分析をされたのかな
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ということを教えていただけたらと思います。 

   梶井指導主事。 

指導主事（梶井ひとみ君） 

   最初のご質問の児童生徒の意識調査の結果については、他の市区町村のものはデータが

ございませんので、わかりかねるところです。東京都が市区町村から抽出した学校の調査

結果等を分析したものを見ますと、やはり自分で考え、考えたことを発表する授業が多い

からとか、お互いに意見を出し合ったり、学び合ったりする授業が多いからといったよう

な回答をしている児童生徒の平均正答率が高いという、そういった相関の部分が見られる

という分析を東京都がしております。そういう部分については特に読み解く力、学力の定

着につながってくると考えられるとは思います。 

   理科につきましては、まだ詳しく分析等はできておりませんが、今回都の平均正答率を

上回っております。やはり観察したり実験したりする授業が多いからという肯定的な意見

が都を上回っていることや、それから自分で予習、復習をするからといった項目も他の教

科と比べると都の回答を上回っております。理科については授業と、それからその後の予

習、復習についてが、うまく関連しているというところもこういった結果の要因の一つか

なと考えられます。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   もう一つよろしいでしょうか。国語と社会が他の教科に比べて下回り方が高いのが何故

なのかというのがよくわかりません。国語については、一般的に読書量とわかる、わから

ないというのは関係するということが言われているかと思います。社会についてはなぜな

のかなというところが私には不可解なところなんですが、その辺については何か見解はあ

りますでしょうか。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   よろしいですか。 

委員長（山城清邦君） 

   肝付部長。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   ご指摘いただきましたように、いわゆる各学校における授業改善については進んできて

いるということが読み取れるかと思います。グループ学習や発表などで自分の意見や考え

を述べるとか、そういった機会が増えてきていることが子供の評価からも言えるのではな

いのかなと思います。 

委員長（山城清邦君） 

   それが明確に見えてきた感じがしています。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   そうですね。ところが、授業改善というものはこれで満点だというものではないと思い

ます。改善の方向性はあったとしても、パーフェクトにするにはまだまだ工夫していく余

地が多いのではないかと。そんな中で、国語や社会についてご指摘いただきました。数学

や英語については少人数指導が非常に効果的に機能しているのではないのかと思います。
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少人数に子供を分けて、その中できめ細やかに子供たちの指導を展開することで数学、英

語について効果が出ているのではないかと言えると思います。国語、社会については、発

表の機会やグループ学習などの機会は確かに増えてはいますが、果たしてそれが教科や単

元の目的に見合ったグループ学習になっているのか、発表の機会になっているのかという

ことについては、まだまだそこには課題がある可能性があるかなと思います。特に国語、

社会については言語活動を充実させていろんなことを発表させたり、考えさせたりグルー

プで検討させたりということはやっています。子供の表現力や自分の発表につながってい

くかどうかということについて、まだまだこれから工夫していかなくてはいけないと考え

ております。 

委員長（山城清邦君） 

   方法論としては、社会も国語も同じ方向性に向かって進んでいくことには間違いはない

ということですか。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   そうですね。 

委員長（山城清邦君） 

   先生の熟練度など、経験が積まれていけば期待を持てるということですね。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   そうですね。経験と研さんを積んでいくということが非常に重要かと思っています。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   教育長、何かございますか。 

教育長（宮林 徹君） 

   家庭学習をどうするかということも大きな課題だと思います。さりとて家庭が学習する

環境になっているのかどうかということは、また別の問題としてあるわけですけれども。

家庭学習をしっかりさせるという視点は、維持したほうがいいと思います。実は先日秋留

台高校の学校運営協議会に、委員として出席しました。そして授業を見せてほしいと事前

に言っておいたので午後授業を見てきました。ベーシック授業というのをやっていました。

ベーシック授業ツーというのを１年生と２年生の全クラスがやっていました。どんな授業

なのかなと思ったら、基礎基本なんです。４０人ぐらいの生徒がいたけど、音が一つもし

ないんです。静かに教科書ではなくてプリントを一生懸命やっているわけです。どの教室

にも２人先生がついていて、授業を一生懸命やっているんですね。百ます計算とか、漢字

の書き取りとか、まさに小学校の内容なんだよね。小学校の子供が大きな升に漢字が書い

てあるプリントがあって、その言葉を使った熟語を書いたりするんですよね。それはもう

４０人が４０人話もしなきゃよそ見もしないでやっているんですね。やることがはっきり

わかっているから、静かなんだと思うんです。わからないことがあったら、ふらふらし出

すだろうしね。わかることをしなさいと言われて、それを受け身ではあるけども、全部わ

かるから、やっているわけですよね。それが高等学校１年と２年の全クラス、どのクラス

に行ってもその時間は同じことしてるの。その時間が１週間に２時間か３時間あるそうで

す。国語の授業では多少ざわざわするらしいと聞いたときに私は、わかることをやらせた
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ら静かに取り組むんだなと思いました。 

   さて、家庭学習のことだけど、家庭学習をやってきなさいと先生が言うときに、どんな

子供でも一人でもできる内容の家庭学習の課題を与えると。宿題を出すなどして、家で必

ずやって来なさいと。今日やったことの復習だからと。やったけれども、どうしてもわか

らなかったところは、明日必ず質問しなさいとか、そういう課題を与えて家庭学習をしっ

かりして来なさいという家庭学習のさせ方をすれば、家に親がいなくても自分一人でわか

るから、するんじゃないかなとかねてから思っていました。家庭学習というと、何をやら

せようとしているのかが見えてこないんです。小学校の宿題は単純だから、漢字を５つ全

部書いて来なさいとかいうのもあるけれども、それがまさにベースになる学習だと思うん

だよね。その辺のところをやっていきながら、授業で勝負していくということをやってい

かないといけないんじゃないかなと。秋留台高校の１年生、２年生にはチームティーチン

グでどのクラスにも２人ずつ先生がついているのでサボれないし、わからなかったら、す

ぐ質問できるよね。それは、まさにベースになる勉強だろうと思いました。 

委員長（山城清邦君） 

   家庭学習、あるいは宿題の出し方というのは、方法論としては確立しているものがある

のでしょうか。現場の判断によるのでしょうか。 

   肝付部長。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   家庭学習ということで言えば、今教育長がおっしゃったように宿題ということで、これ

をやってきなさいというのが一番子供にもわかりやすいのかなと思います。中には、これ

について調べてきなさいと題材を出す場合もありますが、今お話にありましたようになか

なか一人ではできる子とできない子がいるということがあります。ですから、家庭学習を

どのように授業と連動させていくかということはとても大事だと思います。必ずやったか

らにはそれを評価する、あるいはそれを使って授業をする、だからこそ家庭学習をやって

こないとその授業がわからないんだよと、あるいはその授業がわかるための土台として家

庭学習をやってくると。やってきたからこそこの授業がわかるなという、そういう連動と

いうものはとっても大事だなというふうに思います。 

   ですから、ただ単に補う学習だけではなく、授業といかに連動させて家庭学習が効果的

に機能するような、そして必ず誰もがそれにチャレンジし、そして一人一人が回答を持っ

て臨めると、あるいはやったことによって授業に前向きに取り組める、あるいは復習とい

う形で、授業でやってきたことがなお家庭学習することによってわかったというような連

動性というのが大事だなと思います。 

委員長（山城清邦君） 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   子供は習っても１時間たった後だと結構忘れていますよね。そういった意味で家庭学習

というのは、反復学習とも言えるだろうし、家に帰って今日習ったことを最低限もう一回

復習するのと、やらないのとでは、自分のわからないとこがわかったり、逆にわからない

とこがわかない、そういった勉強の仕方が私は大事だろうと思います。各学校でも少人数
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指導の中では、例えば基本をゆっくり丁寧に教えるクラスと、普通の進度で学習するクラ

ス、そして、発展的に演習問題等を扱う進んだクラスの３段階でやっていければ、進んで

いるクラスについては、来週はこの単元やるから、勉強してきなさいということもできる

のではないかと思います。先ほど、教育長がおっしゃっていたように、宿題の出し方につ

いては職員間で共通理解を図らないと、指導者がかわると全く違った形の家庭学習の提示

が行われたりしますので、各学校でもう一度家庭学習についても考える必要があると私は

思います。 

教育長（宮林 徹君） 

   私は、現職のとき国語の教師でしたが、毎回の宿題は、次の授業でここからここまでの

ページを読むと。そのページの中に出てくる難しい漢字の意味、わからないものは調べて

きなさいと。漢字の意味をわからないようにしてくるんじゃないぞという宿題は毎回出し

ていました。予習だよね。今日やったことを復習して来なさいという宿題は国語について

は割と出しづらい。明日読むページの中にある漢字は全部調べて意味をノートに書いて、

そのノートをずっととっておかせると勉強してきた子は難しい漢字の読みも何だって読め

るんだよね。そういう予習の宿題を出したね、常に。それは、単純だから辞書の引き方だ

け教えてあげれば一人でできる一番簡単な内容だよね。 

委員長（山城清邦君） 

   肝付部長から国語と社会が現在少人数教育の対象になっていないというお話もありまし

た。先日、増戸小中学校、増戸学園の９年間の工程表見ましたら、小学校の高学年からチ

ームティーチングが入ってきていました。具体的にどう展開されているのかわかりません

が、見たときにすごく嬉しく思いました。そういった方法論というか、形態からもっとも

っと迫っていく余地があるのではないかなという気がします。今回の調査結果についても、

少し先が見えてきたような、未来が明るくなってきたような気が正直言ってしています。 

   最近どこの学校行っても、就学援助を受けている子供が増えていると話を聞いて、本当

に気持ちが暗くなってきます。その子たちは都立高校しか進学時に選択の余地がないです

よね。私立学校には行けない。もしかすると学校の授業を補うための塾に行く余裕もない。

となると、その子たちにとっては学校しか勉強を与えてくれる機関がないわけです。これ

は公立学校の使命だと思いますが、ぜひ研さん積んでいただいて、行政としてもやること

があるかと思いますので、子供たちの学力向上のために本当に全力を挙げていただきたい

なと最近特に強く思っております。 

   何かほかにご質問ありますか。よろしいですか。 

《なし》 

委員長（山城清邦君） 

   それでは、本件は報告として承りました。 

   続きまして、日程第３ 報告事項（３）、平成２６年度秋川流域市町村視聴覚教育協議会

決算の認定について、報告者は説明をお願いいたします。 

   肝付部長。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   平成２６年９月１日付で廃止となりました秋川流域市町村視聴覚教育協議会の平成２６
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年度歳入歳出決算について、協議会規則第３０条第２項の規定により、平成２６年第４回

あきる野市議会定例会に上程し、平成２６年１１月２７日に認定されたため報告します。 

   この秋川流域市町村視聴覚教育協議会は、あきる野市、日の出町、檜原村の１市１町１

村で構成されておりましたが、平成２６年９月１日付で廃止となりました。平成２６年３

月議会において協議会廃止の議決後、構成市町村による廃止に関する協定書の締結、東京

都への廃止届の提出など、廃止に向けた手続を進めてまいりました。 

   財産の分配等につきましては、ビデオ、ＤＶＤは構成市町村の小中学校に希望を募り、

資料の選定後希望のあった小中学校へ分配しました。１６ミリフィルムにつきましては、

資料的価値等を判断し、保管が必要なものはあきる野市中央図書館で保管いたします。 

   また、決算に伴う不用額につきましては、構成市町村で負担金の負担割合に応じて分配

をしました。残金は２２万５，２１６円、これを廃止協議書により負担金の負担割合に応

じて分配いたしました。あきる野市７９．６％、１７万９，２７２円、日の出町１６．０％、

３万６，０３５円、檜原村４．４％、９，９０９円でございます。 

   当市の分配金１７万９，２７２円は、第４回あきる野市議会定例会で補正予算を計上し、

雑入として収入されております。 

   以上、報告とさせていただきます。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   決算書はお手元の資料のほうに数値が載っておりますし、別に監査委員の意見書も添付

されておりますので、よろしいかと思います。これで全て終了でしょうか。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   そうですね。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   何かご質問ありましたら、どうぞ。 

委員（宮田正彦君） 

   よろしいですか。 

委員長（山城清邦君） 

   宮田委員。 

委員（宮田正彦君） 

   資料の処分に関してですが、全部が全部そのまま保存ということではなくて、一部、ビ

デオテープとＤＶＤは小中学校で保管、１６ミリは資料価値のあるものを選定して図書館

で保管ということになっています。小中学校は希望を募っていますが、図書館で保管する

資料については、どのように価値を判断して選定されたんでしょうか。 

   それから、それ以外の選定されなかったものは、どういう措置がなされていくのかとい

うことをお聞きしたいと思います。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   ビデオテープは１，５９６本ございました。各学校に希望を募りまして、分配されたも

のが９０１本になります。そのほかの７１９本は廃棄という形になりました。ＤＶＤ２４
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本については教職員研修センター等にも分けております。１６ミリ発声ビデオについては

５５９本、先ほどお話ししたように中央図書館に置かせていただくことになっております。

ただ、これにつきましては、現在平井小にいらっしゃる加藤校長先生がその資料価値等を

判断していただきながら、最終的には国立の近代美術館のフィルムセンターなどにも見て

いただきながら、最終的に保存するものについて決定していきたいと考えております。 

委員（宮田正彦君） 

   暫定ということで、これから増える可能性もあるということですね。 

指導担当部長（肝付俊朗君） 

   そうです。 

委員（宮田正彦君） 

   はい、わかりました。 

委員長（山城清邦君） 

   決算書の表紙を除いた２ページ目に一覧表が出ていますね。 

   ほかにご質問よろしいでしょうか。 

   宮田委員、よろしいですか。 

委員（宮田正彦君） 

   はい、結構です。 

委員長（山城清邦君） 

   質問がないようですので、本件は報告として承りました。 

   それでは次に、教育委員報告に移ります。 

   教育長、お願いいたします。 

教育長（宮林 徹君） 

   私のほうは、今月は議会月でもありましたので、前半は議会の一般質問等がありました。

それはそれとして、１２月６日の教育の日に行われた中学校の主張大会、これは毎年毎年

思いますが、子供たちが頑張って、大変すばらしい主張を展開してくれていて、来た人た

ちにとっても大きな評価をしていただける内容だろうと思います。観客が少なかったです

が、事務局のほうでもあれやこれやとアイデアを凝らして、ある程度の人数がいる中で弁

論が発表されたんではないかなと思っています。点数のつけ方やいろんなことで課題は、

ありますが、おかげさまで今年も無事に終わったということがございました。 

   それから、１２月１５日に、教育委員の先生方もおいでいただいて、教育委員会の感謝

状の贈呈式が行われました。これは大変有効な事業だったんじゃないかなと思います。初

めて行われたことですが、感謝状を受けた人たちはもう大変な喜びでした。大きな表彰に

は該当しないけども、実はすばらしい活動をしている人たちに対するものです。各学校の

校長が周りを見渡して、ああ、この人はと思う人を挙げてきてもらうということは、これ

は学校にとってもいいことで、初めての事業の第１回の感謝状贈呈式でしたが、これは大

変よかったなと、来年も続けていくべきだと思います。今度はもう少し人数も多くなるで

しょう。校長先生方もその気になって選んできますからね。 

   翌日の１２月１６日に、学校安全講習会がありました。これは平成１７年から行われて

います。子供たち、地域の安全安心の活動のための講習会です。大変寒い日でしたが、今
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や本当にこれ定着していて、それぞれの地域にそれぞれ活躍している方々が１００人近く

いらして、講習会をやりました。講演を聞きましたが、地域の安全安心のためにどうした

らいいかということ、教育委員会が中心になって地域の安全安心活動を始めました。本当

はあきる野市全体でやることなんですけれども、今や全体でやっているのと同じくらい教

育委員会の大きな事業です。 

   それから、１８日に学校歯科保健連絡会がありました。学校歯科の先生方に学校教育に

携わっている者としてお集まりいただきました。そこで虫歯の保有率と学力はイコールだ

というような話題がありました。歯科医の先生方、大変熱心でありました。 

   それから、その翌日の１９日に、秋留台高校の運営協議会に行ってきました。先ほど申

し上げたように授業参観しながら、ベーシック授業を見て、なるほどと思ったりもしたと

ころであります。 

   忙しい１２月が無事に終わろうとしています。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   ほかの委員で、この１カ月の活動の中で何かありましたら、ご報告をお願いいたします。 

   田野倉委員。 

委員長職務代理者（田野倉美保君） 

   一つは１１月２９日の五日市小学校の１４０周年記念式典についてです。本当に地域の

方の思いのこもったすばらしいものだったと思います。子供たちもすごく立派にお囃子な

どいろいろなことをやっていました。地元に密着して、地元の方々に支えられながら発展

してきた学校だなというのが非常によくわかりました。また、それに応えるように先生方

も当日スムーズに会を進行なさっていて、それにもすごく感銘を受けました。 

   もう一つは、１２月１４日のマールボロウの事後報告会に出席しました。ほかの教育委

員の皆さんにも出席していただきましたが、今年は初めて受け入れをした中学生も全員発

表する形式をとりました。生徒本人の生の声が聞けた、よかったことだけではなく、つら

かったこととかコミュニケーションがうまくいかなくて失敗したことだとか、そういった

ことも包み隠さずに本音を来場者の前で自分の言葉で発表していたのがすごくよかったと

思います。聞いている人たちも胸を打たれて、涙を流している人もいたりですとか、発表

者自身もその当時のことが思い出としてよみがえってきて、言葉が詰まるような場面もあ

ったり、すごく有意義な会だったと思います。受け入れをなさった家族の方も、さまざま

なご苦労があったとお聞きしていますが、その苦労も含めて本当にいい経験をさせていた

だいたと皆さん言ってくださったのがすごくよかったかと思います。発表者に対してさま

ざまな質問がありました。その中で学校対応についての質問が出た際に、学校側の受け入

れ体制も年々整ってきてはいると思いますが、学校によって、あるいは同じ学校でも先生

によってすごく協力的なところもあれば、全く何もしてくれなかったという、そういった

厳しい意見もありました。残念ながら学校の先生方はほとんどその事後報告会に来ていら

っしゃいませんでした。あの場に本当は、特に受け入れをした中学校の先生方に来ていた

だいて、実際に受け入れをした家族がどんな大変な思いをしたのかとか、学校側に本当は
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もっとこういったことをしてほしいとか、あるいは逆にうまくいった学校ではこんなこと

をしているから、来年は自分の学校もこういうことやればいいんだというのをその場で直

に聞くことができたと思うんです。先生方が部活動などですごくお忙しいのはわかるので

すが、機会があれば、そういったところにも学校の先生方にもぜひ出席していただきたい

と思いました。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   何年か前、中学生の主張大会で臼井市長から同じ中学生が発表するときには、各学校か

らもう少し中学生を出席させてみたらどうだろうかというお話がありました。せっかく各

学校で発表があったわけですから、場合によっては生徒会の役員に、学校のリーダーとし

て広い目を持ってもらう、育てるというような意味で、もう少し声をかけてみてもいいの

ではないかなと、そんな気がいたしました。 

   あと１点は、土日の行事が非常に多い中で、事務局の皆様方、休みもなくやっていただ

き、本当にお疲れ様です。ありがとうございました。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   宮田委員、何かございますか。 

委員（宮田正彦君） 

   五日市小学校の式典に関してですが、今年度、各小中学校で式典が数多く行われました。

式典は当然地域との協力の上で開催されるわけですけれども、それがほかの日々の活動に

もつながっていくといいかなと思いました。特に、五日市小学校を見て思ったのは、厳し

い言い方ですが、協力体制が式典のときだけだと感じました。もう少し、学校のほうから

もプッシュしていいかなとは思います。もう少し連携して生徒の安全を守るとか、運動会

のときに暑い５月頃だとどうしても子供は日射病にかかったりするので、宮林教育長が地

域からテントを借りてくると一番いいよという話しをされていて、そういうことがもう少

しできるように地域と学校で連携があればいいなということを強く感じました。 

   それから、キララホールで開催された主張大会ですが、大人が聞いていても子供たちっ

てよく考えているんだなと、それを本当に強く感じました。子供たちももちろん感じると

ころがあって主張しているわけですが、大人に対する、こういう社会にしてほしいという

主張がどの生徒からも聞かれたので、本当によかったかなと思います。ぜひもっとたくさ

んの大人が参加していただければなと正直なところ思いました。 

   以上です。 

委員長（山城清邦君） 

   私のほうからは、中学生の主張大会は、本当に大したものだなと思いました。自分が中

学生のときに、ああいう場に立てただろうかと思うと、皆さんすばらしいなと思いました。 

   それから、もう一つ、全然違う角度からですが、先日うちの園の職員採用試験をしまし
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た。１時間ほどで作文を書いてもらうんですが、課題として「発達障害と集団保育」とい

うテーマで書いてもらいまして、その後面接をしました。その方は市内の中学校の出身者

で、特別支援学級の固定級のある学校だったので、作文のテーマとも絡めて「あなたが中

学生のときに特別支援学級の生徒さんとの交流はあったの」って質問をしたら、「全くあり

ませんでした」という答えだったので、私の方が考え込んでしまうことがありました。や

はりせっかく学級があっても陸の孤島になっているのではもったいないなという印象をそ

のとき改めて強く感じました。 

   それから、もう一つ、１２月１１日に、これは私的なことですが、東京都に私学財団と

いうのがあります。高校以下の幼稚園まで含めた私立学校で構成しておりまして、定期的

に研修会をやっております。たまたま人権教育研修という案内が来ましたので、行ってま

いりました。東京都の小児総合医療センターの医師が「いじめへの対応」というテーマで

話をしてくださいました。いじめ対策推進法に絡んで、このテーマで講演会が開催されま

した。行ってみて大変勉強になりました。 

   今後の方向性としてスクールカウンセラーが配置されておりますが、今後はもしかする

とスクールソーシャルワーカーが必要になってくるかもしれないという話を聞きました。

ああ、そうかなと私も強く感じたところです。家庭支援センターもありますが、地域によ

ってはスクールソーシャルワーカーが活動しないと問題のあるお子さんとその家庭と、そ

れからいろんな医療機関など、そういった所との橋渡しがしにくくなる時代がもうすぐそ

こへ来ているのかなという感じがいたしました。 

   私のほうからは以上です。 

   それでは、よろしいでしょうか。 

《はい》 

委員長（山城清邦君） 

   それでは、事務局のほうから今後の日程についてお願いいたします。 

教育総務課長（小林賢司君） 

   それでは、今後の日程等につきましてご案内をさせていただきます。 

   年が明けまして平成２７年１月５日月曜日でございますが、賀詞交歓会が午前１１時か

らあきる野ルピア３階のルピアホールで開催をされます。 

   １月１２日月曜日でございますが、成人式を秋川キララホールで開催いたします。式典

は午前１１時からとなっております。 

   １月１５日木曜日は、秋多中学校の学校訪問となります。市役所を午前９時に出発しま

すので、よろしくお願いいたします。 

   １月２０日火曜日、やはり五日市中学校の学校訪問となります。市役所を９時に出発し

ますので、よろしくお願いいたします。 

   １月２２日木曜日は、東京都市町村教育委員会連合会理事研修会が午後２時から東京自

治会館で開催をされます。山城委員長が理事でございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

   １月２７日火曜日、草花小学校の学校訪問でございます。市役所を午前９時に出発しま

すので、よろしくお願いいたします。 
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   最後に、次回１月の定例会でございますが、１月２９日木曜日午後２時から５０５会議

室で開催をいたします。 

   以上でございます。 

委員長（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   それでは、以上をもちましてあきる野市教育委員会１２月定例会を終了いたします。 

                        閉会宣言   午後３時１２分 

 


